
和歌山県教育委員会

〒640-8585 和歌山市小松原通一丁目１番地

ホームページ https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500000/

令和７年度(2025年度)

和歌山県の教育のすがた

①

和歌山県の概要（R7.4.1現在）

   面 積  4,724.66  ㎢

   人 口 872,359  人

   世帯数 395,175  世帯

   市町村 9市  20町  1村

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/500000/


和歌山県の教育の大綱 ～和歌山らしい教育をめざして～

和歌山県は自然・文化・歴史など豊かで優れた特色を有する一方、多くの課題もあります。そのような本県にあって、社会の宝と

もいえる子供たちが夢や希望を抱いて元気に成長していくことは、県民の願いであり、ひいては本県の発展につながるものです。

   「国家百年の計」と言われる教育は、本県にとっても大切な営みであることから、福祉との連携・協働を含め、その重要性を社会

全体で共有することにより、教育を家庭だけの問題にとどめず、地域や社会全体の問題として捉え、和歌山県の将来を担う子供たち

をみんなで支え、育てていきます。 

育てたい子供たちの姿

②

ICTの進展により学校教育の新たな可能性が提示され、従来の一斉的・画一的な学校教育の在り方が大きく変化していることを

踏まえ、子供の目線に立って、一人一人にとって最適な学びや、学校規模の大小によらない教育の質の保障、多様で専門的な学び

などを推進し、誰一人取り残さず、多様な子供が共に学ぶ環境づくりを進めます。

教育の仕組みや内容を見直していきます

子供たちが生涯にわたってたくましく、また自分らしく生きていく上で、豊かな教養、感性、自己有用感等をバランスよく身に

付けていくことは大変重要です。そして、それらは教室での勉強だけでなく、本物の芸術や文化に触れたり、スポーツや読書、ボ

ランティア活動などに親しんだりすることを通して総合的に培われるものです。

加えて、受動的な学びにとどまらず、「なぜか？」「本当か？」と疑問をもちながら物事を考える力や、多少の失敗にくじけず

何度でも挑戦し合意や納得に到達しようとする力、現状に満足せず活躍の場を広く求め、多様な人々との交流を通して成長しよう

とする態度を身に付けることが重要だと考えています。

こうした力や態度の育成を通して、自身の考えをつくりあげ、自らの言葉で表現できる子供、失敗を恐れないバイタリティーを

もった子供、多様な人が共に暮らす社会で他者の思いに共感し、異なる価値観をもつ人とも協働しながら合意形成を図ることので

きる子供を育てていきます。



和歌山県の教育の大綱（続き）

学校のきまりや慣習について、子供たちが主体的に考え対話を重ねることを通して、望ましい規範意識や自他を認め合う態度を

育み、適切な行動を選択できるようになる教育を進めます。

チャレンジ精神や社会性、向上心を高めるため、学習や行事、体験学習など、学校内外のあらゆる場面において、発達の段階に

応じて試行錯誤を繰り返しながら、子供たちが自分たちで考え、他者と協働しながら行動することのできる機会を充実していきま

す。

社会とのつながりや協働を重視する観点から、専門家や地域人材の積極的な活用や世代を超えた文化交流などを通して、子供た

ちの成長を多面的に見守ったり支援したりできる体制をつくります。

教職員のやりがいや働きやすさを高めるとともに、教職員が自らの専門性を向上させることができる環境や仕組みを整備します。

③

大人が自己実現や生きがいを求めて生涯にわたって学び続け、生き生きと幸せに生活する姿は、子供たちに将来への希望を感じ

させます。そして、希望に満ちた子供たちの姿が、改めて大人に元気を与え、子供も大人も夢や希望に向かって共に学び続けると

いう好循環を生み出します。そして、その好循環によって生まれる活力が、県民の幸せや本県の持続可能な発展につながると考え

ています。 

そのため、学び直しに挑戦したい人や、教養をさらに高めたい人、専門性の向上をめざす人などが、学びたい時にいつでも学べ

る適切な環境を整備することが重要です。また、子供たちの模範である大人が前例や固定観念にとらわれず、率先して多様な考え

や価値観を尊重していこうと、学び、実践する姿勢が、全ての人にとって公平公正で誰も取り残さない社会をつくっていくことに

つながります。

県民みんなで学び、幸せで活力ある和歌山県に

和歌山県の教育の大綱（和歌山県教育委員会ホームページ）

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/501500/sougoukyouikukaigi_d/fil/taikou.pdf

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/501500/sougoukyouikukaigi_d/fil/taikou.pdf


第４期和歌山県教育振興基本計画

第４期和歌山県教育振興基本計画（和歌山県教育委員会ホームページ）

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/501500/kyouikushinkokihonkeikaku.html

④

基本的方向１ 成長の基盤となる資質・能力の獲得

１ 幼児期における心身の調和ある発達
２ 確かな学力の向上
３ 豊かな心の育成
４ 健やかな体の育成

基本的方向２ より深い学びにつながる学校教育の充実

１ 子供たちの安全・安心を守る取組の充実
 （１）いじめを許さない学校づくり
 （２）不登校児童生徒への支援の充実
 （３）命や体を守る教育や環境の充実
２ 特別支援教育の充実
３ 学校教育の魅力化・特色化
 （１）高等学校等における教育の充実
 （２）これからの社会を担う自立した人材の育成
 （３）広い世界へはばたく人材の育成

基本的方向３ 学校教育の実効性を高める環境の整備

１ 今日的な課題に対応した学校の機能強化
（１）魅力や活力を備えた学校の整備
（２）教育の情報化及び教育DXの推進
２ 学校・家庭・地域の連携・協働
３ 教職員の力を最大限に引き出す取組の推進
（１）教職員の資質・能力の向上
（２）教職員の勤務環境の改善

基本的方向４ 一人一人の生活の質を高める多様な機会の充実

１ 生涯学習の機会の充実
２ 豊かなスポーツライフの推進
（１）生涯スポーツの推進
（２）競技スポーツの推進
３ 文化芸術に親しむ環境の充実
４ 文化遺産の保存と活用の推進

基本的方向５
多様な価値観をもった人々が協働する公平公正
な社会の実現

１ 人権教育の推進
（１）学校教育における人権教育の推進
（２）社会教育における人権教育の推進
２ 多様な背景をもつ人を支える取組の推進
３ 多様性を認め合う教育の推進

※「こども」の表記について、令和６年２月26日以降、本県では通常使用する
言葉としては「こども」を使用するよう取扱いが改められましたが、「和歌
山県の教育の大綱」及び「第４期和歌山県教育振興基本計画」は令和５年４
月策定のため、原文のまま「子供」と表記しています。

https://www.pref.wakayama.lg.jp/prefg/501500/kyouikushinkokihonkeikaku.html


県立近代美術館

県立自然博物館

和歌山県教育委員会事務局の組織

教育委員会

教育長

教育総務局

総務課
総務企画班 振興班秘書広報班

教職員課 企画調整班 職員人事班教員人事班 給与班

人権教育推進課 推進班

生涯学習局

文化遺産課 世界遺産班

県立図書館（文化情報センター） 県立紀南図書館

県立紀伊風土記の丘県立博物館

県立学校教育課 企画調整班 高校教育班教育改革推進班

義務教育課 教育改革班企画調整班 学力・学習班

教育支援課

学校教育局

学校安全班 児童生徒支援班

教育センター学びの丘・教育相談室
紀北教育事務所 紀南教育事務所

⑤

福利厚生室

普及班 保存班調査班

施設班

教育政策課 企画調整班 政策管理班

生涯学習課 企画調整班 奨学班地域教育班

特別支援教育課 教育改革推進班 教育指導班

夜間中学設置準備室

健康体育課 学校体育班学校給食班 高校総体推進室

教育DX推進班



教育予算

31.5%
小学校費

314 

22.2%
高等学校費

221 

18.0% 中学校費 
179 

12.2% 特別支援学校費
122

10.7% 教育総務費 107

3.4% 社会教育費 34 

1.9% 保健体育費 19 

項目別内訳

(単位)：億円

＊計数はそれぞれ四捨五入によっているため、端数において合計とは一致しないものがある。

⑥

83.6%
人件費

833 

5.5% 物件費 55 

4.8% 普通建設事業費 48 

6.1% その他 61

性質別内訳

■教育委員会所管予算■県予算（令和７年度）

教育費
1,159
18.9%

商工費
909

14.8%

民生費
845

13.8%
公債費

821
13.4%

土木費
724

11.8%

諸支出金
479
7.8%

総務費
359
5.8%

警察費
310
5.1%

農林水産業費
242
3.9%

衛生費
160
2.6%

労働費・災害復旧費等
130
2.1%

一般会計予算額
6,138億円

総額
996億円

(単位)：億円



6,120 6,044 6,138 6,280 6,138 

1,096 1,093 1,069 1,109 1,159 

17.9% 18.1% 17.4% 17.7% 18.9%

0

2,000

4,000

6,000

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

■県予算と教育予算の推移

県予算 教育予算 県予算に占める教育予算の割合

⑦

(億円)

教育予算



学校教育

■学校数（令和７年５月１日現在）

区 分
公立

私立 国立 合計
県立 市町村立 計

幼稚園等

本 園 ー 38(3) 38(3) 27(5) ー 65(8)

分 園 ー ー ー ー ー ー

計 ー 38(3) 38(3) 27(5) ー 65(8)

小学校

本 校 ー 226(7) 226(7) 3 1 230(7)

分 校 ー 5(2) 5(2) ー ー 5(2)

計 ー 231(9) 231(9) 3 1 235(9)

中学校

本 校 5 108(2) 113(2) 7 1 121(2)

分 校 ー 2 2 ー ー 2

計 5 110(2) 115(2) 7 1 123(2)

義務教育学校

本 校 ー 1 1 ー ー 1

分 校 ー ー ー ー ー ー

計 ー 1 1 ー ー 1

⑧

＊幼稚園等において、公立は幼保連携型認定こども園と幼稚
園型認定こども園を、私立は幼稚園型認定こども園を含む。

＊表中の(  )内の数値は、内数で休園・休校を示す。



学校教育

■学校数（続き）

区 分
公立

私立 国立 計
県立 市町村立 計

高等学校

全日制
本校 29(4) ＊1 1(1) ＊1 30(5) ＊1 9[3] ＊2 ー 39{8} ＊3

分校 4 ー 4 ー ー 4

定時制
本校 3[3] ＊2 ー 3[3] ＊2 ー ー 3[3] ＊2

分校 ー ー ー ー ー ー

通信制 ー ー ー ー 1 ー 1

計 36{7} ＊3 1(1) ＊1 37{8} ＊3 10[3] ＊2 ー 47{11} ＊3

特別支援学校

本 校 10 ー 10 ー １ 11

分 校 ー ー ー ー ー ー

計 10 ー 10 ー １ 11

⑨

＊1 (  )内の数値は、内数で定時制併置校数を示す。
＊2 [  ]内の数値は、内数で通信制併置校数を示す。
＊3 {  }内の数値は、内数で定時制または通信制併置校数を示す。



学校教育

■児童生徒数の推移（令和７年５月１日現在） ＊国・公・私立の児童生徒数

37,697 
32,347 30,296 

27,632 
23,844 22,566 

10,000

30,000

50,000

H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度 R7年度

38,033 

33,373 

29,889 
28,053 

24,240 
22,012 

20,000

30,000

40,000

H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度 R7年度

65,133 
60,322 

55,625 

48,488 
45,033 

40,283 

30,000

50,000

70,000

H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度 R7年度

964 
1,109 

1,358 
1,468 1,529 

1,737 

500

1,000

1,500

2,000

H12年度 H17年度 H22年度 H27年度 R2年度 R7年度

⑩

（平成18年度以前は、盲・ろう・養護学校）

（人） （人）

（人）

小学校・義務教育学校（前期課程） 中学校・義務教育学校（後期課程）

高等学校（全日制・定時制） 特別支援学校
（人）

＊「学校基本調査」から作成



47校

100校

54校

16校
4校 2校

1~5学級 6~11学級 12~18学級 19~24学級 25~30学級 31学級以上

学校教育

■学級規模別学校数（令和７年５月１日現在）

⑪

複式学級を有する学校数： 68校
複式学級数： 142学級

＊小・中学校の学級数の「区分」及び「標準規模」は、「公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引の策定について」（文部科学省）による。
＊学級数の算出は標準学級数による。

＊義務教育学校は、前期課程、後期課程をそれぞれ
公立小学校、公立中学校に算入

＊公立高等学校は、分校・定時制・通信制を除く

6校

49校

33校

20校

4校 2校 0校

1~2学級 3~5学級 6~11学級 12~18学級 19~24学級 25~30学級31学級以上

複式学級を有する学校数： 11校
複式学級数： 11学級

5校

16校

7校

2校

11学級以下 12～20学級 21～26学級 27学級以上

＊県立及び市立高等学校入学者定員に基づき作成

3校

0校

1校 1校

5校

50人以下 51～100人 101～150人 151～200人 201人以上

＊在籍する児童生徒数別学校数で作成

(標準規模) (標準規模)

公立小学校 公立中学校

公立高等学校 公立特別支援学校



大学等

  4,045人

  57.2%専修学校等

1,431人

20.2% 進学者等
5,476人
77.4%

就職者等
1,287人
18.2%

その他
311人

4.4%

高校卒業者数

7,074人

学校教育

■県内高校（全日制・定時制）卒業後の進路状況（令和６年３月卒業生対象）

⑫

【県内就職率】77.3％

【県内進学率】20.9％

＊「令和６年度学校基本調査」（文部科学省）から作成
＊「令和６年度県勢編（指標からみ
た和歌山県のすがた）」から作成

＊ 構成比は小数点以下第2位を四捨五入して算出



学校教育

■公立学校教員の年齢構成（令和８年３月３１日時点）

＊この場合の「教員」は、校長・副校長・教頭・主幹教諭・教諭・養護教諭・栄養教諭・充て指導主事とする。

80
198

284
279

119
80

106
140

39

0150300

25歳以下
26～30歳
31～35歳
36～40歳
41～45歳
46～50歳
51～55歳
56～60歳
61～65歳

小学校

男性
3,413人

女性

1,325人(38.8％) ，平均 39.7歳 2,088人(61.2％) ，平均 40.4歳

中学校

男性
1,803人

女性

964人(53.5％) ，平均40.5歳 839人(46.5％) ，平均41.0歳

高等学校

男性
1,530人

女性

957人(62.5％) ，平均46.2歳 573人(37.5％) ，平均45.3歳

⑬

42
132

218
181

108
74

54
93

62

0100200

25歳以下
26～30歳
31～35歳
36～40歳
41～45歳
46～50歳
51～55歳
56～60歳
61～65歳

45
112

152
135

110
90

83
84

28

0 100 200

21
63

104
145

125
134
126

111
128

0100200

25歳以下
26～30歳
31～35歳
36～40歳
41～45歳
46～50歳
51～55歳
56～60歳
61～65歳

20
40

62
91

54
92
100

75
39

0 100 200

10
30

69
56

50
25

43
35

21

050100

25歳以下
26～30歳
31～35歳
36～40歳
41～45歳
46～50歳
51～55歳
56～60歳
61～65歳

14
50

62
92

62
63

81
57

13

0 50 100

161

317
354
347

225
194
187

223
80

0 150 300

特別支援学校

男性
833人

女性

339人(40.7％) ，平均42.7歳 494人(59.3％) ，平均43.2歳

（人） （人）

（人） （人）



社会教育

■社会教育施設数

区分 県立 市町村立 その他 計

公民館 － 252 － 252

図書館 2 26 － 28

博物館（登録・指定施設） 4 3 3 10

青少年教育施設 3 3 － 6

⑭

■きのくに県民カレッジ＊（令和７年４月１日現在）

459 

4,873 
5,850 

6,671 7,223

0

5,000

10,000

H15年度 H21年度 H26年度 R1年度 R6年度

314 

651 

1,200 1,166 

825 
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社会教育 ⑮

区分 国登録 県登録 合計

登録文化財

登録有形文化財（建造物） 387 0

395登録有形民俗文化財 1 0

登録記念物 7 0

合 計 395 0 395

■指定文化財等件数（令和７年８月６日現在）

区分 国指定・選定 県指定・選定 合計

有形文化財
建造物 89(7) 60

713(36)
美術工芸品 310(29)  254

記念物

史跡 31(1)  100

245(2)
名勝  10 5

天然記念物  15    79

名勝・天然記念物    2(1) 3

民俗文化財
有形民俗文化財    1 16

97
無形民俗文化財    7 73

無形文化財    0 1 1

伝統的建造物群保存地区    1 0 1

文化的景観    1 0 1

  合 計 467(38)  591 1,058(38)

＊（ ）内は、内数で国宝・特別史跡数等を示す



教育施設

■教育委員会所管の教育施設（令和７年３月31日現在）

県教育センター学びの丘

田辺市新庄町3353-9 県立情報交流センターBig・U内 ℡ 0739-26-3511

教育に関する専門的・技術的な研修及び調査・研究を担当しています。

また、中央教科書センター、カリキュラムセンター等の機能が充実しています。

県立図書館
和歌山市西高松1-7-38 ℡ 073-436-9500

県内公共図書館等の中核図書館であり、2階
には文化情報センターを設置し、生涯学習の
情報や機会の提供を行っています。
蔵書冊数872,513 冊(令和7年3月末現在)

県立紀南図書館
田辺市新庄町3353-9 県立情報交流センターBig・U内  ℡ 0739-22-2061

県立図書館の分館として設置され、本館と連
携し、紀南地方における読書活動推進の拠点
となっています。
蔵書冊数 249,418冊（令和7年3月末現在）

県立博物館
和歌山市吹上1-4-14 ℡ 073-436-8670

和歌山県ゆかりの文化財を保存・研究すると
ともに、常設展示として和歌山の歴史を展示
し、春・秋の特別展及び年間数回の企画展を
開催して、その成果を公開しています。

県立近代美術館
和歌山市吹上1-4-14 ℡ 073-436-8690

和歌山県ゆかりの作家を中心としたコレク
ション展や特別展・企画展を実施するととも
に、美術に関する資料の調査、研究等を行い、
美術文化の向上を推進しています。

県立紀伊風土記の丘
和歌山市岩橋1411 ℡ 073-471-6123

特別史跡岩橋千塚古墳群を中心とし、資料館、
移築民家（国指定2棟・県指定2棟）、復元竪
穴住居、万葉植物園からなる博物館施設で、
考古・民俗の企画展・特別展や講座、体験教
室を実施しています。

県立自然博物館
海南市船尾370-1 ℡ 073-483-1777

⑯

和歌山県の自然に関する唯一の総合的な公
的研究機関として情報発信を行うとともに、
約450種3,000点の水にすむ生きものや、県
内の哺乳類、鳥類、昆虫、貝、植物、粘菌、
化石・鉱物等を展示しています。



(令和７年４月現在)

県立学校の配置 ⑰

橋本

紀伊山田

高野口

中飯降
笠田

粉河
岩出

和歌山

海南

箕島

藤並

湯浅

御坊

南部

紀伊田辺
紀伊新庄

朝来

串本

紀伊佐野

新宮

★橋本

紀北工業

伊都中央

紀北農芸

粉河
那賀

和歌山
貴志川

和歌山北西校舎

和歌山北北校舎

★向陽

和歌山東

★桐蔭

きのくに青雲
和歌山商業

和歌山工業

星林 海南海南校舎

海南大成校舎

海南美里分校

有田中央清水分校

有田中央

耐久

日高中津分校

南部龍神分校

紀央館

★日高

南部

南紀 ★田辺

田辺工業

神島

熊野

串本古座

新翔

新宮

笠田

箕島

紀伊小倉

和歌山盲

和歌山ろう
きのかわ支援

紀伊コスモス支援

和歌山さくら支援

紀北支援

たちばな支援

みはま支援

南紀はまゆう支援

みくまの支援

高等学校名 併設の県立中学校名

橋本 古佐田丘

向陽 向陽

桐蔭 桐蔭

日高 日高高等学校附属

田辺 田辺

＊地図中の★印は、高等学校に併設している
県立中学校の所在地であることを示す。
（各県立中学校の名称は以下の表のとおり）
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